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JPCOAR重点活動項目（2022-2026 年）［ミッション］

２．会員機関が公開するコンテンツの多様化と利活用＜コンテンツ＞

協会は、会員機関のリポジトリが擁する学術論文や研究データをはじめとする多様なコンテンツについて、総体とし
て、また、種類ごとに、収集・管理・保存のノウハウを共有する。また、各種識別子を含むメタデータの標準化や FAIR 
原則への対応、流通促進を通じて、会員機関構成員の学術成果の普及・利活用を促進することにより、新たな成果に
つながるようなエコシステムの形成につとめる。

オープンアクセスリポジトリ推進協会の概要（https://jpcoar.repo.nii.ac.jp/page/38）

2022年度活動計画

1. JPCOARスキーマ（改訂・メンテナンス）

研究データおよびデジタルアーカイブに対応したメタデータの標準化のため、JPCOARスキーマの更新を行う。

2. DOI・ライセンス促進

識別子・ライセンスの調査結果に基づき、学術成果の普及・利活用を促進する。

3. SCPJ
著作権ポリシーのデータメンテナンスを継続し、論文等の収集・管理や流通促進のノウハウを共有する。

コンテンツ流通促進作業部会の概要

メタデータチーム

DOIチーム

SCPJチーム
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オープンアクセスリポジトリ推進協会組織と運営 https://jpcoar.repo.nii.ac.jp/page/39 3

https://jpcoar.repo.nii.ac.jp/page/39
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研究データおよびデジタルアーカイブに対応したメタデータの標準化
のため、JPCOARスキーマの更新を行う

研究データ

① 「メタデータの共通項目」への対応に伴う助成情報等の拡充

② COAR Resource Types 3.0への対応に伴う 「資源タイプ」の「dataset」
語彙の詳細化

デジタルアーカイブ

① メタデータ流通経路の検討（https://iss.ndl.go.jp/information/guideline_attached/#3）

② デジタルアーカイブに対応する要素の拡充

メタデータチーム2022年度活動内容

• IRDBとJaLCの連携方式の変更に伴う「DOI管理・メタデータ入力
ガイドライン」改訂・公開（7月22日）

• JPCOARスキーマVersion 2.0ドラフト版の公開（10月31日）

• JPCOARスキーマVersion 2.0ドラフト版に関する意見募集

（10月31日〜11月25日）

• 意見交換会メタデータ☆トワイライト2の実施（11月10日）

• 2022年度中にVersion 2.0正式版公開予定

メタデータチーム

https://schema.irdb.nii.ac.jp/ja/schema 4

https://iss.ndl.go.jp/information/guideline_attached/#3
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DOI・ライセンスに関するヒアリング調査に関する報告書を公開

調査の目的

ヒアリングを通して、DOI・ライセンス付与の促進に有効な、あるいは障
害となっている要素を明らかにし、今後の普及活動に活かす

調査期間

2021年12月20日～2022年1月13日
調査対象

JPCOAR会員機関のうち国立大学・私立大学あわせて10機関

調査項目

• DOIの付与に関する共通の項目

• DOIの付与に積極的な機関／未着手の機関向けの項目

• ライセンスの付与に関する共通の項目

• ライセンスの付与に積極的な機関／未着手の機関向けの項目

DOIチーム

https://doi.org/10.34477/0002000208 5

報告書の事例をみなさまの機関のDOIとライセンスの付与にご活用ください！

今後は研究者（紀要等の編集担当）へのヒアリングを計画中。

https://doi.org/10.34477/0002000208
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SCPJデータベース（学協会著作権ポリシーデータベース）の概要

• 学協会のオープンアクセスに関する方針（OA方針）を取りまと
めたデータベース

• Googleスプレッドシートで公開

http://id.nii.ac.jp/1458/00000186/

• 登録情報は学協会からの申し出に基づき更新

• 学協会数2,590／タイトル数3,296（2022年11月14日時点）

SCPJチーム2022年度活動内容

• SCPJウェブサイトの英語版ページの作成（10月公開）

• SCPJデータへのCCライセンス付与の検討

• データメンテナンス

• 問い合わせ対応

• 学協会向けの広報の検討

SCPJチーム

https://jpcoar.repo.nii.ac.jp/page/133 6
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a. SCPJウェブサイトの英語版ページ
https://jpcoar.repo.nii.ac.jp/page/133

b. DOI・ライセンスに関するヒアリング調査について（報告書）
https://doi.org/10.34477/0002000208

c. JPCOAR Newsletter: CoCOAR 15号
https://doi.org/10.34477/0002000218

d. IRDBデータ提供機関のためのDOI管理・メタデータ入力ガイドライン : JPCOARスキーマ ver1.0.x編（バージョン 1.3）
https://jpcoar.repo.nii.ac.jp/records/160

e. IRDBデータ提供機関のためのDOI管理・メタデータ入力ガイドライン : junii2編（バージョン2.4）
https://jpcoar.repo.nii.ac.jp/records/215

f. Japan Open Science Summit 2022セッションD3「オープンサイエンス時代の知の共有を支える－メタデータ流通ガイドライン」
「メタデータ流通ガイドライン（ドラフト版）」について 片岡朋子
https://iss.ndl.go.jp/information/guideline_material/

g. 大学図書館研究会「大学の図書館」第41巻8号「JPCOARが、これから委員会、NII、NDLと連携して行ったこと」 瀬川結美
https://daitoken.com/publication/index.html

h. COAR Multilingual and non-English content in repositories Recommendation
COAR Task Force on Supporting Multilingualism and non-English Content in Repositories 三上絢子
https://www.coar-repositories.org/news-updates/what-we-do/multilingual-and-non-english-content/

i. JPCOARスキーマVersion2.0（2022年度正式版公開予定）

j. JaLC DOIガイドライン（2023年3月頃予定）

k. メタデータ流通ガイドライン（古典籍編）（2023年3月頃予定）

l. メタデータ流通ガイドライン（研究データ編）（2023年3月頃予定）

2022年度活動成果物（予定を含む）
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